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充実した 2学期もあとわずかとなりました。 

夏、秋、冬に渡る、充実の 2学期でした。暑かった夏でした。運動会や、秋の落ち葉遊びなどを、子ども

たちは満喫しました。職員会資料や園だよりの抜粋をご覧ください。 

 

 

 

１ 遊びの中で深まる興味「やってみたい」から豊かな感性へ  ～保護者懇談会より～    

 11 月の保育参観、保護者懇談会、ありがとうございました。各学年、楽しい主活動や保護者懇談会を

開催していただきました。 

 上の写真は、年中さんでの保護者懇談会で提示してお話しいただいた時の資料です。子どもたちが、秋

の恵みである葉っぱやドングリの形や色、においや音を感じながら遊んで、新たな発見をしていく様子を

まとめてあります。「葉っぱに触れる」といっても、ただ連れて行って触れさせるのではなく、下のよう

に仕掛けや興味の持たせ方を工夫してから、公園に出かけたことで、新たなはっぱの見方が生まれたのだ

ろうと思います。 

【週案の記録より】 

 

 

 

 

ひかりっこストーリーを共に（職員会資料抜粋） 

（さくら組）檀田公園へ出かけた。お部屋に貼ってある葉っぱを見てどんな形に見えるか話し合っ

てから出発をした。保育者が「何に見える？」と聞くと「のこぎり」など思い思いの形を言う姿がみ

られた。公園でもたくさんのどんぐりを集める姿があった。嬉しそうにお散歩バックに入っている

どんぐりを振って音を楽しむ姿もみられた。色にも興味を持ち「みて！桃色！」「黄色みたいな色で

しょ！」とくちぐちに言う姿がみられた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いろいろなはっぱを見たり、手で触れたりした体験が、その後の折り紙つくりや、リースの制作に繋が

っていく様子が、よくわかりますね。子どもたちは、今後も、落ち葉を目にしたときに、様々な形や様々

な美しい色、渋い色の良さ、質感を味わいながら触れ合っていくのではないかと思います。 

懇談会では担任の先生方が、子どもたちのセリフを、はじめは隠しておいて、保護者に予想していただ

いたり、写真の様子をお話ししたりして、楽しい会にしていただきました。学年主任の先生からは、子ど

もたちの４月からの心の成長に触れて、相手の気持ちを考えたり、友達と「折り合い」をつけながら生活

していくことができるようになったりしたことをお話いただきました。 

年少さんの活動や保護者懇談会の様子もひかる姿で資料を出していただきました。子どもたちの「なん

だろう」から、地域の方とのつながりが深まっていく様子が、わかります。  

素敵な参観日をありがとうございました。 

２ 余談 

園の玄関に勝手に菊の鉢を置かせてもらっています。先生方もよく目にする三本立てを、「福助つくり」

という小さな鉢に納めるやり方で咲かせました。その中で、外は黄金色、中は深紅の菊

の花があります。「巴の錦」と言って、葛飾北斎も好んだ菊で、北斎が描いた絵の中にも

あります（右図）。江戸時代から生き残る貴重な種類なのだそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ひまわり組）【落ち葉遊び】秋のお散歩で子ども達

が見つけてくれた落ち葉を何か遊びに発展できない

かと思い、落ち葉をラミネートにかけてお部屋に何

日か置いておいたが、なかなか発展しないことが続

いた。そこで落ち葉で作れる動物などの見本をカー

ド状にして用意しておくと、なんと！自由遊びの中

で大盛り上がりした。一人の園児から「やってみた

い！」「作ってみたい！」と声が上がると他の子たち

も興味を示し集まってきた。見本を見ながら魚、ウサ

ギなどを作っていた。一通り遊び終わった後に保育

者が全員に「落ち葉は足りるか、見本と同じ形の葉っ

ぱは全部あったか」を問いかけると「ない形もあっ

た！」「もっとあったほうがみんなで遊べる！」の声

が上がったので再び若槻西公園に落ち葉探しに行っ

た。行く目的を明確にして行ったので子ども達も夢

中になりながら色んな形の落ち葉を探していた。ま

たラミネートをかけて遊びに発展できるようにした

い。 



２ 運動会ヒカリンピックから 

 

 

 

 

  

先生方との確認事項 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

ヒカリンピック 9月 30日（土）  

きらきらワクワク、うれしたのしいヒカリンピックへのひかりっこストーリー 

行事前後のプロセスを大切に。 見せる運動会から、楽しく練

習し作り上げる運動会へ。 

子どもたちと先生方のアイディ

アで、保育者自身も楽しむ。 

各学年での練習の足跡 ～やりたいこと、できることが増えた日々～ 

ダンスの練習、リズムに合わせ

てオイッチニ、オイッチニ。

（ひよこさん） 

Tシャツの色付け、きれいに

できたよ！！（ことりさん） 

お名前よびの練習。そのたびに、

どんどん上手になりました。 

（りすさん） 

“忍者”をテーマに忍者の修行（練習）。できることが増えるたび、スタンプをもら

いました。スタンプ、いっぱいたまったよー    （年少さん） 
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各学年では、種目決めから、子どもたちと先生方が話し合い、いろいろな工

夫をしてやりたい気持ちを高め、練習を重ねてきました。練習自体が、うれし

楽しい子どもたちでした。時には、できないことをできるようにするために、

歯を食いしばって頑張った時もありました。みんなで協力した楽しさ、できる

こと、得意なことが増えた子どもたちは、満足な顔で運動会を終えることがで

きました。保護者の皆様には、多くの場面で、支えていただきました。子どもたちの健康管理や、グ

ラウンドの草取り、当日のお手伝いなど、ありがとうございました。

（園だよりより） 

 

 

 

楽器ごと、マーチ

ングの練習をする

たびに、すずどん

のシールを貼りま

した！！たくさん

練習したね！シー

ルでいっぱいで

す。（年長さん） 

パラバルーンの

練習を先生方に

見ていただい

て、よく出来た

ら色紙と紙花を

貼ってもらいま

した。（年中さ

ん） 

みんなの気持ちを合わせて、大きなかけ橋ができました。一人一人が大切な存在であることを

実感しましたね。年中さん、年少さん、保育部のみんなも、年長さんの姿に憧れました。 

すずどんから

のプレゼント

もありまし

た。（年長さ

ん） 


